
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計事務所はサービス業であることの再認識をしていただきたいと思

います。会計事務所、税理士事務所はいわゆる先生業ではなく、サービ

ス業です。よく、「顧問先への指導」という言葉を耳にしますが、私自

身この言葉をあまり好ましく思っていません。どうして上から目線にな

るのかといつも思っています。我々はお客様から報酬をいただいて業務

を提供するわけですから、やはり常に下から目線でなければならない、

要するにサービス業というわけです。 

先日、納品物のことに関して社内共有いたしましたが、納品物は紙媒

体で今も進めなければならず、お客様の手元にわたりお客様が目を通す

ことになります。その際に雑な綴じ方をしていると信用に関わってくる

ため、丁寧に準備をしてほしいのです。事例を上げると、弊所の納品物

をクリップ留めする際、シワがつかないようクリップ部分に付箋をつけ

ていたことに対し、その心配りに感動したとお褒めの言葉をいただいた

ことがあります。とても細かいところではありますが、重要なことでは

ないかと思うので納品物への気配りは常に持ってもらいたいと思いま

す。 

その他、気にしていただきたいことは事務所の美観です。事務所全体

はもちろんのこと、お客様が通られる動線に関しては更なる気遣いが必

要ではないかと思います。例えば、乱雑に資料が置かれていると情報漏

洩に繋がるのではないかと、お客様に不安を与える可能性も出てくるた

め、整理できていなかったら誰かがやるだろうと思わず、気付いたこと

は自分で率先して行っていってほしいのです。 

TV で業績の悪い道の駅を V 字回復させたという内容のものが放送され

ており、行った施策としてディズニーランド等、サービスのいいところ

の真似をしたというものがありました。業種は違っていても環境の整備

された美観など、会計事務所にも真似できる部分は、取り入れるという

ことも発想の一つに入れて、仕事をしていただきたいと思います。 

 

 

 
 

源泉所得税 納期の特例について 
6 月に入り、源泉所得税の納期の特例の納付期限が近づいてまいりま

した。特例を適用しているお客様は 6 月給与が確定次第、弊所にご報告

していただけますよう、ご協力をお願いいたします。 
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「世に生を得るは事を為すにあり」 
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